
Title O. Most: Die Schuldenwirtschaft der deutschen Städte. Jena 1909 ; F. Zadow: Der
ausserordentliche Finanzbedarf der Städte. Jena 1909

Sub Title O. Most: Die Schuldenwirtschaft der deutschen Städte. Jena 1909
F. Zadow: Der ausserordentliche Finanzbedarf der Städte. Jena 1909

Author 星野, 勉三
Publisher 三田学会

Publication year 1910
Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.3, No.6 (1910. 6) ,p.761(133)- 766(138) 

JaLC DOI
Abstract
Notes 新著批評
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19100615-

0133

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


132 

陪
骨
比oa 

y
グ
ン
〈
円
可
宙
開
。
ロ
)
、
グ
ヅ
フ
イ
Y

グ
y
、

お

skmg)
口
牌
中
に
恐
慌
勝
々
見
る
所
な

b
o
e

の
'
加
を
地
名
の
勝
成

ιは
禁
の
校
本
的
関
係
宏
一
に
す
る
斯
く
列
恕
し
大
る
所
す
べ
て
王
放
の
殺
名
な
p

夕
、
然
活

や
否
や
を
解
決
す
る
の
責
任
含
有
す
る
る
の
な

b
o

，
余
拡
設
に
相
応
の
資
料
を
泉
一
不
し
大
る
表
な
れ
ば
以
〈
胤
ハ

古
代
濁
滋
の
典
型
的
校
名
は
ア
ギ
ロ
ル
ブ
イ
シ
ギ
、
ハ
…
型
的
族
名
が
如
何
仁
高
貴
の
家
絞
殊
仁
王
放
に
限
ら
み
1
3

ヒ
ザ
Y

ず
な
'
O
乙
の
紡
に
闘
し
て
最
古
の
読
轡
乞
供
給
せ
で
や
を
知
可
会
な
ム
リ
、
、
是
れ
い
敢
て
民
族
源
地
務
総
代
に
於
砂
る

る
A
O
N
f
宮
町
立
0
2
5
に
よ
ん
/
て
知
ち
る
、
叉
英
吉
利
の
で
自
由
な
る
濁
逃
人
が
一
の
悶
有
の
放
名
を
有
す
る
一
一
波
仁

(
吋
し
オ
丘
町
)
加
跡
事
詩
よ
1

り
二
一
一
一
玉
、
放
の
典
型
的
族
名
を
得
、
一
一
勝
し

t
Lり
と
の
設
部
と
な
る
宅
の
仁
あ
ち
ゃ
ノ
一
扶
の
者
は

ωも
す
や
グ
ム
シ
ヂ
ず
ス
、
は
レ
ト
リ
ン
ず
ス
王
家
及
び
一
名
の
頭
字
を
等
合
ノ
せ
し
め
，
て
以
て
同
放
の
結
合
を
表
明
せ

間
代
の
ハ
イ
グ
リ
W/-

グ
之
同
談
、
花
る
資
放
な

b
、
叉
同
資
一
ん
と
し

t
b、
例
へ
ば
ヒ
ル
デ
プ
ラ

ν
ド
の
'
古
詩
に
於
け

料
に
ず
抹
ス
キ
ル
ヂ

y
y
ス
王
朝
、
瑞
典
の
ス
キ
ル
プ
イ
一
る
白
色
ぴ
円
山
口
け
出
O
〕け一
σ
3口Y

同
江
口
σ
3
5

の
如
を
叉

y
y
λ
朝
等
の
名
L

注
目
刷
る
、
例
蹴
一
的
の
メ
ロ
ピ

y
y王
朝
一

HLRMW3口
m
g
a
oロ
ロ
ヨ
に
於
け
る
の
日
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o
p
Q
S仏
仰
げ
門
官
♂

時
代
に
は
来
ゴ
!
ト
人
の
問
仁
中
古
前
方
濁
態
語
の
史
…
…
尚
一
の
O仏
O
B
R
a
u
Q山氏仰げ江口
ω
等
の
如
き
日
沼
山
制
頭
字
等
一
乙
そ

に
ア
〆
ル
シ
グ
ー
税
一
せ
る
王
一
波
あ

b
き
グ
ヱ
ダ
の
古
代
英
一
は
岡
山
仰
の
放
名
を
失
-
ぴ
大
る
場
合
に
於
け
る
同
一
波
打
倒
総
合

問
致
命
更
に
ケ
Y

ト
の
心
ス
キ
シ
ず
λ
朝
撤
ユ
東
ア

y
グ
一
の
有
力
な
る
徴
表
、
北
1
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し
な
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ア
の
ウ
ル
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Y
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叉
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史
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y
ゴ
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の
ア
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リ
シ
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朝
あ
1
9
、
伎
と
間
代
の
ア
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プ
イ
ン
ゲ
ン
の
如
を
地
名
と
放
名
構
成
と
の
関
係
は
容
易
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ト
は
カ
ル
、
大
'
M
W
の
後
夜
間
を
カ
マ
ザ
シ
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一
品
ヘ
に
之
を
了
解
し
得
ぺ
し
。
而
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決
し
て
此
闘
係
を
偏
重
税
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叉
此
王
族
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典
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古
代
ス
カ
三
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可
か
ら
歩
、
地
名
が
グ
ル
マ
シ
の
人
名
に

揖
量
廃
橿
置
櫨
眠
障
軍
奮
匝
園
田
謹

事器 L

3 

七
六
O

‘ 

h、， 一白.一、e

，、
q 

r~ 
rえ

" 
い 4仁、ハ p

ーャ ， 

‘ I.'O 

、 "，白?

止
F、‘一

.，九巴
可、、同、，

半、~

.‘』、、、白凶‘
‘、-一 ー・・4ド

1 

、ー司・ ・ ・" ， -、〈
e 、

“‘.、.
も，.
. '. ~ ・

. 

暴
け
る
色
を
知
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族

側
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務
時
代
に
於
け
る
ケ
シ
マ
シ
の
人
名
中
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は
、
二
一
語

よ
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り
成
れ
る
者
少
な
か
ら
安
例
へ
ば
乱
開
問
吋
日
仏
は

ω
目的山

(ω
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之
町
民
仏
口
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目
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けと
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よ
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成
れ
る
等
な
λ
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。
然
る
に
ニ
諮
よ
・
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成
れ
る

人
名
に
基
を
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し
て
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内
を
帯
広
る
地
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の
数
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、
ワ
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テ
ル
ス
マ
ワ
ゼ
シ
、
グ
シ
テ
ル

λ
λ
内
ン

ゼ
シ
、
ウ
オ
ル
ブ
ラ
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ヒ
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ラ
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、
リ
吋
ノ
ポ
ル
ズ
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ウ

ゼ
Y
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i
ボ
ル
ゲ
《
内
ノ
ゼ
ン
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の
如
を
古
地
名
は
存
ず

る
払
山
口
m
刊
を
一
蹴
腐
と
し
而
し
て
ニ
諦
よ
り
成
れ
る
人
名
仁

・
暴
け
る
地
名
以
少
し
又
八
ル
マ
シ
ブ
イ
ザ
J

ジ
ャ
ー
が
某
の

原
一
識
を
以
て
不
可
解
と
な
せ
し
チ
ユ

Y

T

Y
グ
シ
の
'
却
を

名
鮮
の
言
語
感
主
の
意
義
如
何
の
一
如
金
之
が
解
決
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廷
に

ゆ
歪
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事
仁
腕
ず
。
、
‘
十

J

.

t

i

f

ν

縦
一
著
批
献
寸

;新
著

設t'.r
詐 l

・
1 守P

・.‘. 
号.
ι ‘ 、

0
・民omけいり円。

ω毎月
M
5
8
4町内
ωnymw内
円

分

円

仏
A
W

口付
ωの
町
内
ロ

ωけ
仰
仏
け
0

・
H
Aげ
ロ
山
岡
山
U
Oゆ
・
ィ

町・
N
N
F
(凶

0
斗
日
り

Ruwロ
ωωmw吋
O
吋
〈
凶
向
山
口
訟
の
吋

HO
町山
4

ロ
μ
ロ
Nσω
仏

hHH・
町
仏
内
一
時

ω
gハ凶
け

0
・
MmwHMMHHゆ
o
m
v
・1

往
時
の
財
政
患
に
闘
す
る
著
述
は
只
中
央
政
府
の
財
政

を
論
ヂ
る
に
過
ぎ
合
ウ
じ
滅
、
近
来
の
著
書
は
地
方
財
政

を
唱
併
は
せ
て
論
歩
る
唱
の
少
な
か
ら
歩
、
特
仁
河
川

n
E誌

く・内何回

m
g
gロ
が
一
九
O
六
年
一
一
司
吋

g
r
o
g
z
g
'出向。
roM

の
叢
蛍
日
中
、
仁
口
町
内
0
2
3ロロω〕向山口判長

g
(地
方
財
政
論
)

ι題
し
て
、
約
九
百
頁
の
大
婦
を
出
版
し
、
英
、
錦
、
替
の
、

地
方
財
政
に
関
す
る
、
比
較
研
究
の
結
果
を
誌
に
せ
み
が

如
尚
一
}
拡
べ
以
て
如
何
仁
近
来
此
植
の
研
究
が
霊
喪
服
せ
ら

る
ふ
に
歪
れ
る
か
を
設
す
る
じ
足
ら
ん
。

地
方
財
政
中
都
市
財
政
の
研
究
は
、
最
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あ
る
事
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れ
郁
市
の
の
膨
、
挨
捺
以
各
闘
共
滋
の
現
象
に
し
て
、
膨
張
を
来
忙
し
ト
以
て
之
が
研
究
は
財
政
率
上
最
電
興
味

制
側
滋
の
如
を
新
興
闘
に
於
て
特
に
甚
だ
し
(
、
総
っ
て
其
あ
る
問
題
の
了
一
¥
}
な
よ
ツ
下
筏
闘
の
一
枇
命
日
政
策
皐
舎
の
如
む

職
務
の
増
加
の
如
き
M
U
亦
己
む
を
得
W
C

ふ
所
な

b
、
，
特
に
号
、
今
年
の
大
舎
に
は
Y

此
問
問
叫
に
付
て
討
議
せ
ん
lι

す

往
時
の
魁
憐
革
綴
は
、
奇
抜
人
の
職
務
ど
飯
石
狭
く
解
滞
る
に
一
全
M
W
・・9
0

?

一

し
J

山
お
じ
都
市
川
川
生
産
事
業
を
終
替
す
る
が
如
を
事
あ
ら
先
を
に
述
べ
文
る
が
如
(
、
新
興
闘
な
る
獅
逸
に
於
て

ん
か
)
之
れ
生
産
資
料
を
る
有
に
す
ふ
一
枇
合
主
義
的
政
策
は
都
市
の
膨
脹
特
に
甚
だ
し
(
、
業
財
政
に
闘
す
る
研
究

な，

oιし
て
排
斥
せ
し
号
、
此
の
vm

仰
を
は
十
八
世
紀
以
前
は
、
五
六
年
以
来
、
或
は
小
冊
子
と
し
て
、
成
は
雑
誌
の

の
静
止
的
時
代
に
於
℃
は
兎
活
角
昔
、
現
今
に
於
て
は
到
論
究
と
し
て
、
成
々
一
致
表
せ
ら
れ
し
号
、
恨
む
ら
(
は
実

路
盤
守
ず
可
わ
ら
な
る
皐
訪
に
し
て
、
市
民
の
生
活
を
愉
統
計
的
資
料
に
於
て
快
〈
み
所
ゐ
・
夕
、
従
来
各
都
市
は
町

、
快
な
ら
じ
め
ん
と
い
に
ば
、
大
に
都
市
の
助
力
に
待
フ
は
事
各
自
の
統
計
を
出
版
せ
し
昔
、
獅
逃
会
都
市
の
財
政
放
態

安
上
巳
む
を
得
含
る
に
歪
れ
よ
り
、

3
れ
ば
上
水
下
水
の
如
を
明
ら
わ
に
す
可
営
包
括
的
統
計
を
侠
を
セ

b
、
然
る
に

さ
、
電
車
窓
河
等
の
交
遊
機
関
の
如
き
、
叉
は
克
斯
電
燈
一
昨
年
の
後
半
に
於
て
は
、
比
織
防
k
補
は
ん
が
銭
め
に
、

事
業
等
の
如
を
は
~
多
く
都
市
の
総
倍
す
る
所
に
し
て
、
一
大
減
省
統
計
及
ぴ
数
種
の
学
官
的
統
計
出
版
せ
ら
れ
、
叉

其
他
感
統
消
防
等
の
設
備
の
如
を
は
、
皆
都
市
の
カ
に
依
一
之
を
基
礎
と
し
て
市
佼
論
を
な
す
者
を
生
!
?
る
に
笠
十
り
、

ち
含
る
可
わ
ら
安
、
叉
病
院
劇
場
一
品
目
然
食
等
の
如
を
替
、
一
余
は
表
題
。
に
掲
げ
花
る
一
↓
舎
を
接
見
せ
し
わ
ば
、
今
其
内

部
市
に
依
l

り
て
経
縫
せ
ら
る
1
h

唱
の
少
な
わ
ち
歩
、
此
の
一
容
の
概
略
を
紹
介
せ
''W
と
す
。

如
く
都
市
の
職
務
は
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増
せ
る
が
故
仁
、
之
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行
せ
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一
モ
ー
ス
ト
氏
は
ず
ュ
ツ
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.
ル
ド
ル
ブ
市
の
統
計
局
長
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的
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営
姿
し
、
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れ
が
文
弊
は
ー
一
し
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財
政
に
倒
し
て
は
著
述
論
究
等
数
種
ゐ
ト
夕
、

信
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此
等
市
俊
勝
募
金
の
泉
源
以
如
何
と
一
五
ふ
に
、
具
僚
機
!
ス
ト
氏
著
書
の
結
構
な
『
り
。

者
の
重
な
る
者
は
、
ー
共
市
の
市
立
貯
等
銀
行
、
興
業
銀
行
イ
グ
ゲ
l
ド
ウ
兵
の
何
人
な
み
が
は
明
か
な
ら
安
、
叉
最
近

北
町
議
銀
行
、
官
私
の
保
険
舎
一
枇
等
に
じ
て
i

個
人
の
燃
募
一
の
濁
逸
人
名
鮮
書

4
2
山ω
け
が
に
も
掲
載
な
ぎ
営
以
て
見

者
は
儲
が
に
二
分
位
の
割
合
な
か
ρ

t

a

一
れ
ば
、
裁
は
新
ド
グ
ト
ル
な
る
が
如
く
、
其
装
泌
っ
都
府
の

市
依
の
時
僚
の
如
を
は
、
倒
俄
よ
み
は
二
一
一
一
分
方
安
定
一
臨
時
裂
し
6
w只
及
ば
最
に
於
て
)
ド
グ
ト
ル
論
究
之
凡
ゆ
る

を
常
と
す
、
市
し
て
都
市
と
凶
家

E
に
て
は
英
信
用
に
大
一
節
多
し
、
而
し
て
此
容
は
モ

l
ス
ト
の
舎
に
数
筒
月
後
れ

議
あ
る
事
費
拡
、
以
て
時
僚
の
相
濯
を
来
た
せ
る
一
大
原
一
て
、
昨
年
末
に
出
版
せ
ら
れ
大
る
沖
も
の
な
ふ
、
薬
論
ホ
/
ゐ
所

囚
ξ
総
む
可
営
対
も
の
な
れ
ど
が
市
i

而

hrt需
給
の
不
趨
令
一
一
蹴
る
興
味
あ
ら
、
浬
論
の
方
面
に
於
て
は
硲
か
じ
，
T
I

ス

宅
亦
此
結
果
を
生
、
下
る
に
輿
て
カ
あ
る
替
の
と
一
五
は
か
」
る
…
ト
氏
の
著
書
に
勝
る
所
あ
t
り
と
維
aυ
、
某
所
論
皆
参
考
書

可
わ
ら
歩
、
印
は
も
緩
行
総
は
前
掲
の
如
く
益
々
増
加
す
…
ょ
，
h
来
れ
る
が
如
ぐ
、
所
湘

r
n
r
r
mロロ
R
巴
r
r…
を
以
て
制
似

る
に
宅
約
は
ら
ム
ァ
、
其
時
前
裂
は
英
市
の
住
民
の
み
に
限
ら
一
務
せ

b
と
認
む
可
を
鮎
少
な
を
は
遺
憾
と
す
る
所
な

b
o

る
ks
傾
あ
る
な
3

夕
、
故
じ
市
債
の
信
用
ル
也
市
め
併
は
せ
て
一
氏
は
都
市
臨
時
裂
の
性
質
を
吟
味
し
、
其
中
数
械
は
必

其
市
債
を
引
上
げ
ん
と
せ
ば
、
谷
市
山
首
各
自
に
市
債
を
後
一
歩
数
年
毎
に
生
ポ
/
る
も
の
に
し
て
、
純
将
な
る
臨
時
殺
と

行
ず
る
が
如
き
方
訟
を
避
け
、
之
を
取
ら
艇
め
て
夜
行
す
一
一
万
ふ
可
か
ち
ゃ
/
、
、
故
に
お
債
を
以
て
之
を
文
排
す
る
が
如

可
く
、
ー
此
の
如
く
ん
ば
、
立
(
金
額
大
な
る
が
故
に
利
子
宅
…
を
は
不
営
な
ム
リ
と
一
五
は
w
d

る
可
わ
ら
み
V

ノ、
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れ
ば
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税
収

安
く
ー
叉
薬
常
一
義
者
宅
谷
市
の
住
民
の
み
と
は
限
ら
J
V
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頗
一
入
を
以
て
基
金
を
作
t
り
、
十
之
を
以
て
此
の
積
の
文
出
を
文

る
多
か
る
可
を
が
故
に
、
地
方
信
用
の
集
中
拡
目
下
の
念
一
排
す
る
仁
於
て
は
、
事
業
の
乱
越
を
防
ぎ
、
以
て
財
政
の

務
な
t
リ
、
其
如
何
な
る
形
式
に
於
て
集
中
す
る
か
は
別
問
ん
基
礎
を
向
別
個
な
ら
し
む
る
の
効
ゐ
β
と
の
説
を
必
一
歩
可

題
と
し
て
、
兎
屯
角
球
之
を
行
は
ず
る
可
か
i
r
h
J

ポJ
之
は
そ
じ
、
然
れ
共
基
金
必
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し
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有
効
な
る
遣
の
に
あ
ら
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は
も
此
の
如
を
金
額
は
)
之
を
秘
税
と
じ
て
徴
牧
し
岡
山
市
債
を
利
子
の
方
面
よ
I

り
見
れ
ば
、
三
分
竿
利
付
の
も

応
仁
一
蹴
し
て
将
来
の
使
用
を
待
つ
よ
卜
lpは
、
却
で
之
を
徴
の
最
も
多
く
~
問
分
之
に
次
ぎ
、
一
一
一
分
又
は
五
分
は
頗
る

欣
せ
ポ
/
し
で
も
閥
民
館
憐
に
放
置
し
、
以
〈
生
盗
事
業
に
従
一
少
し
、
市
し
て
一
九

O
五
年
以
前
は
九
多
く
一
一
一
分
半
利
付

事
せ
じ
り
れ
ば
誕
利
益
大
な
み
可
し
、
特
に
之
宮
基
金
と
一
の
は
の
を
募
集
せ
し
が
、
以
来
一
九
O
七
年
迄
は
、
金
融

な
せ
ば
、
必
一
換
を
一
待
も
て
後
之
を
使
用
す
る
が
故

ci
慨
一
市
場
好
良
な
ら
な
よ
リ
し
錦
め
か
)
四
分
利
付
の
唱
の
最
も

令
利
識
を
生
本
-
る
と
宅
此
の
如
営
利
益
は
帰
来
的
な
台
、
一
多
く
議
行
3
れ

t
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o
~

然
ふ
に
悶
民
総
締
そ
し
て
之
を
い
お
偽
使
用
ぜ
し
り
れ
ば
、
一
葉
償
還
の
如
を
は
i

図
佼
の
如
く
鉱
山
期
限
等
の
依
件
た

お
之
よ
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生、ポノ
1
0
利
盆
は
淵
在
的
な
る
が
故
に
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金
の
一
付
す
可
か
ら
み
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i
之
れ
市
債
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以
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起
乙
せ
る
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率
苅
斯

蒐
集
に
は
叉
弊
容
の
供
な
ふ
一
事
を
忠
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可
か
ら
歩
、
且
つ
一
般
一
す
の
事
業
は
、
一
現
今
以
英
需
嬰
多
し
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也
、
数
十
年
後
一
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模
の
事
業
を
起
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に
皆
、
花
ん
J

〈
は
、
到
践
秘
税
収
…
仁
は
、
祉
問
介
の
状
態
が
如
何
に
鶴
、
ヂ
る
や
之
を
知
る
可
か

入
の
剰
餓
ど
貯
蓄
し
北
る
、
基
金
の
如
を
も
の
配
以
て
之
一
ら
ホ
J
J
久
電
寧
の
如
廷
は
不
用
と
な

ib、
一
九
期
の
如
を
は
み
…

を
文
排
ナ
み
本
能
は
ボ
J

、
薬
会
僚
に
依
る
は
交
に
巴
む
を
一
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然
呉
れ
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方
法
い
い
依

b
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に
淫
る
や
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仁
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付
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H
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J
R
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年
一
%
金
の
ご
殴
五
毛
与
償
還
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れ
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七
，
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一
一
四
年
に
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二
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v史革
命
日
例
曾
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O
九

ω
い同
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ー

パ

分

F

?

・
ぃ
、
〕

O
、
百
一
間
関
岡
.
問
曾
第
〕
一
向
例
曾
は
会
月
二
十
八
日
午
後
一
一
時
土
り
段
総
長
総
夫
事
鉱
山
一

氏
は
総
は
ー
か
じ
臨
ん
で
そ
十
ス
ト
尽
の
日
〈
、
討
一

5
5ヰ
ナ
六
登
霊
山
比
一
於
て
問
、
合
、
免
づ
幹
事
の
開
曾
サ
ル
徹
氏
次
号
小
湖
町
質
問
氏
一
は

中
問
題
そ
論
長
効
刊
誌
を
必
完
立
、
、
十
…
捌
…
わ
い
け
二
月
徳
川
初
期
忙
於
り
ふ
目
線
関
空
樋
し
、
溺
馬
の
議
議
よ
り
波
高

金
百
凶

4
1
R
7
C
A
3
C
I
-
Uト

¥
J

，
j

u

…
し
議
府
創
立
以
前
の
陶
閥
閥
均
・
十
年
朝
鮮
使
者
の
伏
日
山
花
於
け
る
家
…
肢
と

金
iduibv
に
方
》
L
U
-
止

刀

法

に

依

る

も

不
11J，
V
Q
所
少
な
一
の
潟
見
、
十
一
年
市
町
図
書
一
問
題
、
士
一
年
の
朝
鮮
言
問
、
十
望
号
珂
学
時

ぺ

、

叉

音

波

紋

に

於

て

は

、

山

県

伎

の

議

行

政

分

散

主

義

一

組

己

認

撃

の

す

り

J
M和
一
一
一
年
の

Z
S
7
i下
L
3

に
依
る
の
外
な
わ
ち
ん
と
の
結
論
ど
庇
ハ
へ
た
よ
ヅ
ο

述
L
‘
次
一
で
胸
部
救
援
は
吋
築
設
躍
・
内
V

代
に
い
於
け
る
溺
巡
の
終
消
紙
一
般
b
i

(
星
野
勉
題
し
、
先
づ
宗
放
…
怒
平
時
代
に
於
け
る
部
地
の
絞
消
総
出
版
は
甚
だ
似
は
(
十
一
公

せ
り
と
の
よ
悩
挺
よ
り
水
論
に
入
り
て
、
常
時
吋
A
m
p
巧
伶
門
的
。
吋
の
加
合

事
業
家
の
調
占
け
は
れ
た
る
を
以
て
物
貨
は
日
々
山
崎
支
L
h
而
私
文
前
時
代

主
UJ卒
均
二
一
一
一
制
の
高
何
回
在
来
し
回
附
花
る
が
般
に
-
納
民
は
其
日
の
会
泌
氏
一
議
、

は
る

p
mき
伏
帥
凶
作
札
陥
l
y
不
卒
満
々
た
れ
ど
也
、
政
府
亦
ウ
ん
を
如
何
と
波
切
な

す
総
は
ず
‘
M
V
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一
号
か
如
な
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小
平
を
的
w
b
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百
雄
一
段
な
る

自
の
が
宗
故
防
叫
撃
に
aB
助
カ
を
興
へ
た
る
や
明
h
u
り
と
論
じ
‘
要
す
る
に
比

時
代
の
紹
閥
抗
闘
は
正
に
宗
我
敬
意
の
起
る
原
闘
と
見
て
母
不
可
な
け
ん
と

滞
状
化
1
1
、
散
。
凶
し
た
る
は
午
後
五
時
に

L
て
、
皆
目
一
は
問
中
h

川
令
、
問

部
、
肺
戸
、
氏
潟
、
の
詩
歌
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を
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般
生
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来
曾
冷
り
ち
り
0
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日
淑
財
路
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例
命
宵
を
閥
幹
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大
瞭
岡
氏
側
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、
山
保
り
命
閉
す
る
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の
五
十
五
名
、
γ
午
后
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時
ま
り
鵠
波
を
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始
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幹
事
の
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介
を
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て
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井
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早
大
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授
は
滞
総
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中
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な
る
・
淑
題
島
お
げ
て
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大
略
友
の
如
〈
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演
を
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試
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る
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泥
せ
る
替
の
に
て
十
九
世
和
以
来
パ

V
の
厭
泊
に
よ
サ
て
移
住
を
企
つ

.る
S
の
獄
p
h
多
舎
や
見
語
、
え
に
一
溺
ず
あ
岡
家
の
般
市
院
を
見
る
町
内
闘
に

於
り
る
隼
民
カ
の
減
少
を
恕
由
と
し
て
葵
締
忙
於
て
は
者
て
移
住
長
禁
止

t
k
l
v、
我
問
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か
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の
如
争
傾
向
渇
れ
ど
必
羽
生
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力
は
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叫
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フ
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仲
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憾
に
放
任
す
べ

t
之

に
]
一
積
ち
り
i

凡
げ
数
せ

L
む
る
}
品
川
一
中
せ

L
む
る
と
郎
ち
で
ミ
グ
レ
1
ν

日
シ
と
コ
ロ
一
一
ザ
1
ν

ヨ
ν
T
f
n
是
な
り
、
後
者
忙
N
N
獄
民
仰
の
施
設
忙
劉
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芯
財
政
上
の
お
H

採
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に
m
前

L
て
前
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引
は
彼
航
虻
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財
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上
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必
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か

b
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雌
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路
カ
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日
獄
事
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続
な
る
悶
民
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失
ふ
パ
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低
利
の
外
関
資
金
を
以
て
燦
側
聞
な
悼
の
移
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山
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働
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刷
用
ひ

L
め
内
閣
工
業
を
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す
、
ハ
ロ
一
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移
民
は
朴
閥
化
ナ
あ
詮
以
て
い
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熔
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仰
せ
ず
λ
四
U

移
民
の
成
功
は
隣
化
を
W
Y
ナ
一

本
闘
と
の
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か
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る
パ
か

b
ず
、
放
に
近
年
は
一

各
閥
共
に
一
移
民
を
抑
制
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中
せ
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総
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。
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ず
、
人
口
稀
部
記
L
℃
未
開
の
可
耕
地
数
百
高
町
歩
、
総
闘
の
州
民
法

主
潟
蹴
の
鍛
物
と
は
甚
だ
有
認
な
げ
¥
然
る
に
と
の
滋
利
を
扮
℃
h

碕
路

沿
鋭
、
唱
す
南
米
を
檎
ず
、
仰
、
そ
絞
れ
る
の
甚
し
き
、
日
総
合
邦
け
い
抑
米
h
u
p

椴
殺
を
諒
す
る
は
閥
民
を
満
一
時
の
地
に
集
中
L
て
総
消
的
議
機
を
同
む
る
主

、
り
ト
為

-po

@
O
@
@
@
@
@
 

永
井
敬
授
の
競
演
終
る
や
脇
田
教
授
代
て
縮
局
の
商
事
脅
社
h
u
為
、
初
‘
樋
の

下
区
一
坊
の
講
演
冶
り
、
櫛
ww志
の
如

t
。

絡
陣
内
ハ
今
の
総
烏
府
紀
過
ち
ず
〉
は
今
日
の
女
別
の
源
泉
v
h
L
て
総
事
曾

枇
亦
乙
れ
よ
り
設
し
た
あ
琉
の
一
な
り
、
商
事
合
祉
と
は
必
ず
L
S簡
を

終
む
協
の
の
制
綱
紀
あ
ち
ず
、
帥
営
利
曾
枇
の
訟
に
L
て
、
一
決
管
工

g
共
b

札前山

本
た
る
院
洩
れ
ず
、
録
取
は
曾
一
枇
忙
…
闘
す
る
法
務
者
の
蹴
念
総
鎚
じ
た
れ

ど
8
従
来
大
多
数
の
践
者
は
府
議
台
紙
に
就
℃

e線
路
訟
を
師
之
L
合
紙

、
訟
理
存
続
{
に
白
由
契
約
を
以
て
せ
ん
と
せ
り
、
然
る
に
抑
制
榔
川
上
よ
り
硝

到
す
る
時
は
商
事
曾
祉
は
総
出
向
の
絡
協
例
生
活
に
め
向
て
依
ま
多
ず
、

w
柏
応
訟

と
は
柿
絞
れ
ず
る
ゃ
に
思
は
る
、
撤
回
向
の
合
祉
は
y
チ
m
タ
ス
之
総

t
出向

事
者
間
に
の
み
有
紋
な
る
契
約
に

L
て
他
人
に
ウ
ん
を
粉
抗
す
る

L
P符
ず

り
き
、
其
相
鍛
山
鴎
山
の
開
拓
、
海
外
貿
易
、
組
税
交
銭
円
仏
関

t
て
生
じ

た
る
遣
の
R
て
設
時
総
持
に
は
工
業
ハ
市
場
生
産
の
窓
口
仏
於
り
あ
U
h
u
{
ー

従
て
ヱ
花
開
ず
る
ヲ
チ

tmス
は
な
か
り
き
、
今
日
の
商
事
曾
祉
は
名
は

商
事
曾
祉
な
れ
ど
普
賢
は
工
事
費
枇
な
り
ハ
消
防
的
防
を
除
け
ば
〉
、

y
ナ

品
タ
ス
ー
し
今
日
の
痛
事
曾
祉
と
を
同
ご
腕
ず
る
は
事
授
に
悲
か
ず
る
9
8

の

な
り
、

y
チ
昂
し
P

戸
ス
は
貸
借
の
滋
化
に

L
て
資
木
ほ
貨
幣
の
砂
、
稼
働
の


